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．2　地盤の 弾 性波速度 検層方法

項 　 目

梦

現　行　基 　準

測 定 の 間 隔 は ，土 質地 盤 を 対 象 とす る場 合 に

は 1 叫 岩盤 を 対象 とす る場 合は 2m を 標準

L生脇 ．．　 一．一
付帯条項　  地表 に 設 置 した 振源 また は受振 器 とボ

・一
リ

4，　　　 ン グ孔 との 距離

付帯条項

4．2C3｝a．

付帯条項

4．2〔3｝b．

各測定 ご とに ，P 波 お よび S 波 の波形 記録や

時 間 の 確 認 を 行 う 。

測定 し た 記録 時間の 長 さ ま た は デ ジ タル 記録

の 場合 の サ ン プ リン グ間隔な ど を記録ずる 。

改　 　正 　 　案

測 定 間 隔 の 数値 に 「1．0 ± D．1rn　1，
mI と許容範囲 を 追加 し た 、，

「2．0 ± D．2

ド線 部削除 「  地表 に 設 置 した振源 とボ
ー

リ

ン グ孔 との距 離」

下線部 削除 「測定 ご とに ，』』
」

備 考

・許 容範 囲 は ，約 10％ と L た 。

・不要 な記載 の 削除。

1’X 現 の 修正・

文

却

本

5

本文

5．2〔2）

ド線邦 変更 「…記録 時間の 長 さお よび デ ジ ヌ 旨
・記 録時間 お よ び デ ジ タル 記録 の 場合の サ ン

ル 記録．・・
」　　　　　　　　　　　　　　　…　プ リ ン グ間隔は，い ずれ も記録す る こ とか

　　　　　　　　　　　　　　　　　　旨ら ，「または，e 「お よび」 に修 正 した。

測定 し た波形 記録か ら，深 さ ごと に ，起振 時
！
下線部表 現変 更「測定 した 波形 記録 トで ，・・

か らP 波 ま たは S 波 が到 達 す る 主で の 時 間

〔走時 ） を読 み取 る。

各速 度層 ご と の P 波 ま た は S 波 の 速 度 を次 下線部 削除 …

一
各速度層の P 波

…
」。

式で 算定す る。

．」 …
・表 現の 修正 ・

1
．
羨 諭 修 1ト。
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「JGS 　1222： ロ
ー

タリ
ー式二 重管サ ンプラ

ー
による土の乱さない試料の採取方法」，

「JGS 　1223 ： ロ
ー

タ リ
ー
式三 重管サ ン プラ

ー
に よる土の乱さない試料の採取方法」，

rJGS　1224 ： ロ
ー

タ リ
ー
式ス リ

ー
ブ内蔵二 重管サ ンプラ

ー
による試料の採取方法」，

「JGS 　1231： ブ ロ ッ クサ ン プ リン グによる土 の乱 さな い 試料の 採取方法」

の
一

部改正案 に つ い て

地 盤工 学会基準部
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1，　 ま え が き

　地 盤 調 査 法 の 改 訂 事 業 の
一

環 と し て 地 盤 調 査 法 に 関 連 す る

「現 行規格
・基準の 見 直し」 お よ び 「今後基準化 す べ き調査法

の 抽 出」 を主 た る 目的 として ．標記 の 四 つ の 地盤工 学会基準 に

つ い て ，基準 部，土質 調査規 格基準検 討委員会 および関連 す る

小委員会 （ボー
リソ グ ・サ ン プ リソ グ小 委員 会） に お い て 改止

見直 し作業 を 行 っ た。今回 の 改止 の ポ イ
．
ン トは 次の とお りで あ

る。

　　 ・採 取 ず る 上 の 品 質 に関 す る 用語 を 「乱 さな い ．」か ら 「乱

　　　れ の 少 な い 」 に変 更 した。
　　 ・ 調査の 目的 に 合わ せ ，使用 す る サ ン プラ ーに 自由度を持

　 　 　 た せ た。

2． 内 容の 変 更

2．1JGS 　1222，　 JGS 　 1223，　 JGS 　 l231に共通 した事 項

　　 ・凍結試 料 に つ い て，重 さ ・排水量 ・膨張量 の 測定 ・報 告

　　　 を追加 した 。

　　 ・EurQcode　7 （ENV 　1997−3） と CEN 　TC3415th 　2001 （欧

　　　州規格委員会）の 動向も参考 に した。
　　 ・サ ン プ リ ン グ関連基 準相万 の整 合を図 っ た、
　誌 面の 制約 もあ り，以下は 改正案全．文で はな く，変 更点 の み

を対 比 表 の形 式で 提 示 して い る。現行の 基 準の 詳細 に つ い て は，
「上 質調 査 法」第 5編第 4 章，第 5章，第 6章 お よび 第 7章 を

参 照 さ れ た い 。
　 こ こ に 公示 す る改 正 案 に つ い て の 意 見 は，書面 に て 2002年

（平 成 14年 ） 12月31日まで に 地盤工 学 会基 準部宛 に ご 提 出い た

だ きた い 。提 出 された こ意．見は 関係委 員会お よ び基準部 で 検討

し，基準 の改 正 は 琿 事 会に お い て確定 す る。

項　 目

基準 名

現 　行　基　準 改　 　正 　　案

IJGS　1222−1995 「ロ
ー

タ リー式二 重 管 サ ソ プ
．JGS　1222−199．　，

’
， 「ロ ータ リー式 「 重 管サ ン プ

1ラ
ー

に よる 土の 乱 さな い 試料 の 採取方 法」
12JGS

　 1223−1995 「ロ ー
タ リー式二 重管 サ ン プ

ラーに よる ⊥ の 乱 さな い 試料 の 採取方法 」．
JGS　1231−1995 「ブ 凵 ック サソ プ リ ン グ に よ

る土 の 乱さ な い試 料の 採取 方法」

…ラ
ー

に よる十一試料の 採取 方法」
iJGS

　1223−1995 「ロ
ータ リ

ー
式三 重 管サ ン プ

ラ ーに よ る 土 試料の 採取 方法」

JGS　l231−1995 「ブ ロ ッ ク サ ン プ リ ソ グ に よ

る 十一試料 の採 取方法」

　　　　　 備 　　　 　 考

・これ ら の 基準は ，サ ソ プ リン グ の 採取 方法

を扱って い る。採取 する 十一試 料の 状態 で あ

　る 「乱さ な い 」 を基 準名 に 盛 り込む 必 要が

な い と考え た 。地 盤 工 学 会の 現行基準 名に

上 記 の よ うな用語 を含む もの は ，サ ン プ リ

ン グ 関連某準の み で ある 。他の 基準 名 と整

合 させるため に ，基準名 か ら 「乱 さない ．1
を削 除 した 。

64 土 と 基礎，50− 10 （531）
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備 考

する 十の 品 質 に関 する 用語を 「乱 さな

か ら 「乱れの 少ない 1 に 変更 した。

の 変更。

の 補足説明 を加え た。

2．2JGS 　 1222 ロ
ー

タ リ
ー
式 二 重管サ ン プ ラ

ー
に よる土 の乱 さな い試料 の採 取方法

項 　 凵 現 　行　基　 準

　　　　　　　　　　　　　1
改 　 　正　 　案　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 備　 　 　　 考

本 文

1．3
ロ ータ リー式 二 重 管 サ ノ プ ラーは ，デ ニ ソン

型サ ン ブ ラ
ー

と呼ばれ る こ と もあ る。
ロ ー．・タ リー式 「 重管 り

．
ン プラ

ー
は ，

サ ン プ ラ
ー

と呼 ばれる こ ともあ る 。　　　　　　　　　　　　　　．．一

　　　　　　　　　　．． ．．．．
デ ニ ソ ン 　 用゚ 詰 の 修TF。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
本 文

2．1
削 孔 装 青 は試 料 採 取 位 置 の 地 盤 を 乱 す こ とな

く，所定 の 孔径で 所定 の 深 さまで 削孔 で きる

ボ
ー

リγ グ マ シ ソ と削孔用 具。

　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．．
試 料 採取 位 置 の 地 盤 を 乱 す こ とな く，所 定の 　 ・JGS の 書式 に基 づ く修正 。
深 さま で 削孔 で きる 凵

一
タリー式 ボ ーリン グ　 。削孔 の 深 さを 要件 に 追加 。

マ シ ン と削孔用 具。　　　　　　　　　　　　　 ・ロ ータ リー式ボ
ー

リン グ マ ンン に 眠定し た。

本文

2．2（1）
サン プ ラ

ー
ヘ ッ ドは上 部がボ

ー
リン グ ロ ッ ド

と直結 し，・
上部がボ

ー．
リン グ ロ ッ ドと直結し，・　　　　 ・JGS の 書式に 基づ く修正 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　一
本文

2．2（］〕 
組立 て 時 に メ タル ク ラ ウ ン 先端 か らサ ン プ リ

ン グチ ューブの 刃 先 先端 ま での 突出 長 さ を 調

節で きる もの。

組立 て 時 に メ ダ ル ク ラ ウ ソ 先 端 か らサ ン プ リ　　現 彳f基 寧  を  に 統合 した 。
ノ グチ ューブの 刃先先端 まで の 突 出長 さ を土

の 硬さ に応 じて 調節で きるもの 。　　　　　　　　　　　　．一一一

1i

・

本文

2．2m
 

　　　　　　　．．
削除

　　　　　　　　　　　　．． ．一．．．．．．．．

  へ の 統 合に 伴 う削除、

本文

2．2〔2）

ア ウ タ
ー

チ ュ
ー一

ブは ，鋼製の 引抜 きパ イ プを

加工 した もの を慓準 と し，・
鋼製の 引抜 き パ イ プを卯⊥ した もの を標準 と

し，…　　　　　　　　　　　．．． ．一．

・亅GS の 書式 に働 E。

本文

2、2〔3）

．．． ．一．
本文

2．2〔4｝

メ タル ク ラ ウ ン はア ウ グ
ー一

チ ュ
…

ブの 先 端に

取 り 付け る超岐 チ ッ プを埋め込 んだ ビ ヅ トで，

　　　　　．．
ア ウタ

ー
チ ェ

ー
ブ の先端 に 取 り付 け る超硬チ

ヅ プを埋め込 んだ ビ ヅ トで ，．
・JGSの 書式 に基 づ く修正 。

サ ン プ リン グチューブ は 材
．
質 が ス テ ン レ ス ス

チ
ー

ル 製で
．．・
　　　　　　　　　　　　　　 1

材
．
質が ス テ ン レス 製で … ・JGSの 書式 に 基づ く修止 。

・用語 の 修正。

付帯条項 1
2．1　 　 …
　 　 　 　 ：

使用 す る ボ ーリン グ マ シ ン は ，対 象 とす る土 1 使用す る ボーリン グマ ン ン は ，対 象とす る 十

の硬 さに 応 じて ，．
卜分な 押込み 反 力を確 保す　の 硬 さに応 じて ，十分 な押込み 能 力 と反 力を

・JGSの 書式 に基 づ く修止 。
。押込 み反力 の みな らず ，押 込み 能 力 も重 要

　　 　　 　る 二 とが で きる もの で なけ れ ば な らない 。

付帯条項
．
 

2．2Cl！

有す る もの 。一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一L一塾 一一
、ーノ研9 ・削除 に 伴 う対応番 号の 変更。

付
．
帯条項 　表 　 1

表
一1

サ ン プ リン グ チ ュ
ー

ブの 仕様 表　 1　 サ ン プ リン グ チ ューブ の 標準形状 ・使用 す るサ ン プ リ ン グ チ ューブ に 自山度を

持た せ るた め ，サ ン ブ リ ン グチ こ、一ブの 形

状 を標準 とした。
．．．．． ．．
同 E

．
ス テ ン レ ス ス チ ール 製

　　　　　　．
ス テン レ ス 製　　　　　　　　　　　　　 i ・用詒 の 修正。

本文

3、1
原 則 と して 1161nm 以上 の 孔径で ，試料採 取

深さまで 削孔し，孔底の ス ラ イム を除去す る．
ボ ーリン グ 孔 はサ ン プ ラ ー

径 に応 じた 孔径 で ，
試料採取 深さまで 削孔 し，孔底の ス ラ イム を

除去す る．

・規 定 す る孔径 を 「サ ン プ ラー径 に 応 じた 適

切 な削孔径 1 に 変更 した。

付帯条項

4．
c，試料 の 採取 深 さ u．試料採取の 開始 深 さ及び終了深 さ ・試料 採取 の 開始深 さ及び終 r深 さに変 更 し

た。

同 ヒ　．一 記載 な し ヨ7　押 込み長さ と採取試料長 さ ・報告 事項 に対応 させた 。　　　　．．．． ．．．
同 上

一
．．．．

d．採 取年月 日　　　　　　　　　　　　　　　　一一．．．．一．．e．採取年 月 冂．
・d．の 追加 に伴 う変 更。

本文

5．

　　　　．一．一一．
〔P本基準 と部分的 に異 な る 試験 方法 を 用 い た

場 合はその 内容

〔Dの記 載順 を 「樹 そ の 他 特記 す べ き事項 」の

直前 に 移 し，他の 項 目を順 次繰 り上 げ る。2

　　　　　　　　 ．．．

・「十質 試験 の 方法 と解 説 1の 表記 に統
一。

本文 使用 した サ ン プラ ー　　　　　　　　　　　 ：

　　　．
便用 し た サ ン プラ

ー
と サ ノ プ リ

．
ノ グチ ュ

ー
ブ ・サン プ リ ン グ チ ュ

ー一ブ を追 加 した。
5． 

什帯条項 …記載 な L

（li〕

使用 し た サ ン プラ
ー

の 構造 とサ ン プ リソ グチ 　・励 に つ い て の 報告市 項の 内容 に つ い て 補足

ユープ の 材質，形状，寸 法を報 告 す る。　　 　 　 説 明 を 加 え た。
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．3JGS 　1223 ロ
ー

タ 1丿
一式三 重 管サ ン プラ

ー
に よ る土 の 乱さ な い 試料の 採取 方法

項 　 目 現 　行　基 　準 改 　 正 　 案 備 考

付帯条項 　た だ し，細粒 分含有量 の 少な い きれ い な砂 を

1．2 　　 　 対 象 とす る場 合は ，こ の 方法 の 使用 の適百 を

　　 　　 十分 に 検討 し なければな らな い 。

た だ し，細粒分 含有量の 少 ない きれ い な砂や

礫 を 混 入 す る 場 合 に は ，この 方法 の 使 用 の 適

否 を 1
’ffに検 討 しな けれ ばな ら な い 。

・砂 に加 え礫混 入上 に対 す る注 意点を追加。

本 文

2ユ

削孔 装置 は，試料 採取位 置の 地盤 を乱す こ と

な く，所定 の 孔径で 所
．
定 の深 さ まで 削孔 で き 諜蟹 膿聖騨 妄1三纂二暫勢i

。JGSの 書式に 基づ く修正 。
・孔径 を削除。

る ボーリン グ マ シ ン と削孔用具。　　　　　　　．．．． 一．
マ シ ン と削孔 用具。 ・ロ ー

タ リ
ー

式ボ ー
リン グ マ シ ン に 限定 した。．一

本文 サ ン プラ
ーヘ

ッ ドは 上 部が ロ ッ ドと直結 し， 1都 がロ ッ ドと直結 し，・ ・JGSの 書式に 某つ く修正。
2．2〔l！

本 文

ri

組   て 時 に ，メ タ ル ク ラ ウ ソ 先 端 か ら イン
iメ タル ク ラウ ソ 先端 か ら イン ナ ーチ ューブの ・現行基準  を   に 統合 した 。

2．2ω  ナ
ー

チ ュ
ー

ブの ン ユ
ー

先端 まで の 突 出長 さを シ ューの 先端まで の 突出長 さが上の 硬さに 応

調節で き るもの 。 じて 調節 で きる もの 。

本 文   削除 ・  へ の 統 合に伴 う削除。
2．2ω …． 一．一
本 文 ア ウ タ

ー
チ ュ

ー
ブは鋼 製 の引抜 きパ イプ を加 1鋼 製の 引抜 き パ イプ を加 工 し た もの を標 準 と 。JGSの 書式に 基づ く修正 ゆ

2．2〔2〕 工 した も の を 標準 と し，． し，…

本文 メ タル ク ラ ウ ン は ア ウ ターチ ューブの 先端 に ア ウ タ
ーチ ェ

ー
ブの 先端 に 取 り付

．
け る超 硬チ 。JGSの 書式に 基づ く修 止 。

2．2樹 1
取 り付け る超硬チ ッ プを 埋 め 込 んだ ビ ッ トで ，ッ ブを埋め込 んだ ビ ッ トで，・
．．F

一．．
本文 イ ン ナ ーチ ューブは鋼 製の 引抜 きパ イプ を加 鋼 製の 引 抜 きパ イプ を 加 工 し た もの を 標 準 と 。JGSの 書式 に 基 づ く修 正 。
2．2  工 した もの を標準 とし，・ し，・

本文 ラ イナ
ー

は試 料を収納 する チ ュ
ー

ブで ，・ 試料 を 収納す る チ ューブ で ，・ 。JGSの 書式に 基づ く修止 。
2．2〔5〕

一．一
本文 シ ューは鋼 製 とし ，卜分な剛性 を有す る もの 。鋼製 と し，十分 な 剛性 を 有 す る もの 。 ・JGS の 書式 に 某つ く修 正 。
2．2〔6〕 ．一．一． 一．． ．．
付帯条項 使 用す る ボ

ー
リン グマ シ ン は，対 象 とす る土 僅用 す る ボ

ー
リソ グマ シ ン は ，対象 とす る ．1二

・押込み 反力の み な らず，押込 み 能力 も重 要

2．1 の硬 さ あ るい は 締 ま りの 程度 に対 して ，十分 の 硬 さあ る い は 締 ま りの 程度 に 対 して ，1．分 で あ るので 追 加 した 。
な押 込み 反 力 を確保で きる もの で なければな な押込み 能力と反力を 有す る もの 。
らない 。一

付帯条項 i一般 に シ ュ
ー

の 長 さ は ，ス プ リ ン グに よ っ て シ ュ
ー

の 突 出長 さは ，ス プ リン グや ネ ジ に よ ・ 「
一

般 に」 を 削除 し，調節機能 とし て ネジ

2．2ω   調節 され る もの を用い る。 って 調節で きる もの を用 い る。　　　　．．．．． ．．．．．．一 を追加。

付帯条項 ラ イナ
ー

は JIS　K 　6741 「硬質塩化 ビ ご ：ル管 」 ラ イナ
ー

は JIS　K 　6741 「硬質塩化 ビ ニ ル 管」
・同等の 外径 を，「司等の 形 状に 変更した 。

2、2〔5｝ ：に 規定 す る呼 び径 75VU また は 同等の 外径

…を有 す るア ク リノ圃 脂 製の もの を標 準とす る．…
に 規定 す る呼び 径 75VU ま たは それ と同等

［

の 形 状 を 有す る ア ク リル 樹脂 製の もの を 標 準
…

とす る。

本文 所定 の 孔 径 で試 料 採取 深 さま で 削孔 し，孔底 ボ ーリン グ孔 は サ ン プラ ー
径 に 応 じた 孔径 で 。

所定の 孔径 を ，サ ソ ブ ラ ー
径 に 応 じた 孔径

3．1 の ス ラ イム を除 去する。 ．試料採 取深 さまで 削孔 し，孔底 の ス ラ イム を に 変更 した。
除去 す る。L 一一．． ．．．．一．一．．

付帯 条項
一

般 に 孔壁保護 の ため に 削孔用泥 水を用い て
一

般 に 孔壁保護 の ため に 削孔用 泥水を用 い て ・崩壊以外 に逸 水を追加 し た 。
3．1 削孔 す るが ，特 に 崩壊 の恐 れ が あ る場 合は ， 削孔 す る。崩壊 や 逸水の 可能性 が あ る場 合は ，

ケ
ー

シ ン グ チ ュ
ー

ブ を挿 入 して ，孔壁 の 崩壊 ケ ーシ ン グチ ューブを 挿人す る。
を防止 する。　　　　　　　　　　　　一．．

付帯 条項 c．試料採取 深さ c，試料採取 の 開始深 さ お よび終 了深 さ ・報告事 項を JGS 　1222 と統
・
す るた め に 追

4．c． …d．押 込み長 さと採取 試料長 さ 加。

付帯条 項

　　　　　　　　．
I　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　 i
d．　 …

ie
・

　　　　　　　　　　　　　　．凵．．
d．の 追加に 伴 う番号 の 変更。

4、 ・．　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 …　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
If ．

臼
．
帯 条項

1

　 　 　 　 2

4．〔2｝b．
試料 を凍結 する場 合は，試 料の 長 さ方 向の 凍

結膨張 量を は か る こ とが 望 ま し い 。

1．
試料 を凍結す る場 合は，凍結前後 の 試料 の 重

さ や排 水 量 な ら び に 試料 の 長 さ 方向の 凍結 に

・重 さ
・
排水量 測定の 記述 を追加 した。

よ る膨 張量を は か る。

本．文
　．一
（1）本基 準 と部分 的 に 異 な る 試験方法 を 用 い た 〔1｝の記 載順 を 「凶 そ の 他 特記す ぺ き 事項 」の ・1

一
土 質 試験の 方法 と解説．亅の 表 記に 統

一。
5． 場合は その 内容 直 前 に 移 し，他 の 項 目を順 次繰 り上 げ る 。一一 一．．
本文 使用 した サン プ ラ

ー
使用 した サ ソ プ ラ

ー
とサ ン プ リソ グチ ューブ ・撮告事項 に サ ン プ リ ン グ チ ューブを 追加 し

5、f6）
一一． た。．一一．一一一． ．1．．．．一． ．
付帯条項 記載な し 使用 したサ ン プラ

ー
の 構 造，内径差を報 告す ・  の報 告亊 項の 内容に つ い て 補足説 明 を 追

5、（6） iる．サ ン プ リ ン グ チ ューブ に つ い て は 便 用 し 加 した。
…た ラ イナ

ー
の 材質，形状，寸法を 報告す る。一一 一．．．　　　　　　　　　　　　　． 一一．一

付帯条項 記祓な し　 　　 　　 　　 　　 　 　　 　　 　 …　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．採取 した 土 試料 を 凍結 さ せ る場 合に は 凍 結前
・〔B｝の 報 告事 項 に つ い て 補足説 明 を追 加 した 。

5．（S｝ 後 の 試料の 重 さ ，排水 量 な らび に 凍結 に 上 る

膨張量 を報告す る。　　　　　．．一．．．
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2．4JGS 　1224 ロ
ー

タ り
一

式 ス リ
ー

ブ 内蔵二 重管サ ン プ ラーに よる 試料の 採取方 法

項 　 目 現　行　 基　準 改　 　正 　 　案 備

本文

1．3

　　　　　　　．．．．．．．．
，ダブル チ ュ

ー
ブ コ ア パ レル

．・・ ，ダブル チ ュ
ー

ブ コ ァ バ
ー

レル
…

　．．．．． ．．．一
・用 語 の 修正

付帯条項
i

l．1
固結度の 高い 地盤 お よび岩盤 では，室 内試験

に 供す る品質の試料を 得る こ と も可能で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　一
固結 度の 高い 地盤 お よび岩盤 で は，室 内力学

試験 に供 す る品質 の 試料を得 るこ とも可能 で

あ る が ，と くに軟岩 の 室 内 力学 試 験 に用 い る

試料 を採 取する場 合は，「ロ
ー

タ リ
ー
式チ ュ

ー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 …
ブ サン プ リン グ による軟岩試料 の採 取方法 1

・軟岩に つ い て は ，
　ユ

ー
ブサ ン プ リン

方法 」が 基 準化 さ

加 し た。

考

・軟岩に つ い て は ，新た に 「ロ ータ リ
ー式チ

　ュ
ー

ブサ ン プ リン グに よる軟岩 試料 の 採取

方法 」が 基 準化 さ れ た た め ，そ の 適用 を 追

．JGS　35xx を 適用 す る。

本 文 削 孔 装置 は サ ン プ ラ ーお よ び ケ ーン ン グ チ サン プ ラ ーお よび ケ ーシ ン グ チ ューブ を ・・ ・JGS の 書式 に基 づ く修正 。
2．1　　 　 ユ

ー
ブを

・・』

2．2〔1）
本 文　　 サ ン プラ

ー
ヘ ッ ドは 上部 が ボ

ー
リソ グ ロ ッ ド E上 部 が ポ ーリン グ ロ ッ ド と連結 し，・

　 　 　 　 と連結 し，・

　　　　　　　　　　　　　　　　．一
・JGS の 書式 に基 づ く修正 。

本文

2．2（2）
ア ウタ

ー
チ ュ

ー
ブ は鋼製の 引抜 きパ イプを加

工 した もの を標準 とし，・
鋼製の引抜きパ イプを 加 コ「した も の を 標準 と

し，・
・JGSの 書式に基づ く修正。

本文

2．2〔3）
ビ ッ トはア ウ タ

ー
チ ュ

ー
ブの 先 端に 取 り付け

られ 7
…

ア ウ タ
ー

チ ュ
ー

ブの 先端 に取 り付け られ ，・ ・JGS の 書式に基 づ く修正 。

本文

2．2〔4｝
イ ン ナ

ーチ ュ
ー

ブ は鋼製 の 引抜 きパ イプを加

1τ した もの を 標準 と し，・

．．．．
鋼製の 引抜 きパ イプ を加⊥ した もの を標準 と

し，・

　　　　　　　一．． ．．一．一．．．．
・JGS の 書式に基 づ く修正 。

本文　 　 　シ ューは ン ユー先行型 サ ン プ ラ
ー

の イン ナ
ー

2．2 〔5〕　　…
チ ューブの ド端部 に取 り付け ら れ る 鋼製の 刃

　　　　
．
先で ，・

シ ュ
ー

先行型 サン プ ラ
ー

の イン ナ
ー

チ ューブ

の 下 端部 に取 り付け られ る鋼製 の 刃先で ，．
・JGS の 書式に 基 づ く修止 。

本 文

2．2 

本文

2．2〔7｝

リフ タ
ー

ケ
ー

スは ビ ッ ト先 行型 サ ソ プ ラ ーの

イソ ナ
ー

チ ュ
ーブ の ト端 部に 取 り付け ら れ，　 の 下端部 に取 り付け られ ，・

　　　　　　 ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 雪
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 ビ ッ ト先行型 サ ン プ ラ

ー
の イン ナーチューブ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ． ．
ス リ

ーブ は透 明で 弾力性 の あ る厚 さ0．06mm 透明で 弾 力性 の ある 厚 さ0．06　mm 程 度の 円 筒 …
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
程 度の 円 筒状 プラ ス チ ッ グ フ ィ ル ム を 標準 と　状プ ラ ス チ ッ クフ ィ ル ム を慓 準 とし，…

し，．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　　　　　　　　．．．．」．、．尸．
・JGS の 書式に 基 づ く修正。

5

・JGS の 書式に 基 づ く修 正 。

本文

2．2（8）　　 一

ス リ
ー

ブ ケ
ー

スは シ ューま た は リフ ターケ ー
ス 上部に 取 り付 け，・

1
シ ューま た は リフ タ

ーケ ー
ス 上 部 に取 り付 け ，・JGS の 書式に 基 づ く修止。

　　　　　　．

．」ゴ

本 文

3，1
原 則 とし て 66mm 以上 の 孔径 で ，試 料 採 取

深さまで 削孔 し，孔底の ス ラ イム を除去 す る。
ポーリン グ孔 は ，サ ン プラ ーに 応 じた孔 径で 　・規定 す る 孔径 を 「サン プ ラ

ー
径に 応 じた

試料 採取深 さまで 削孔 し・孔 底の ス ラ イム を
：

鵙 削孔径」 に 顛 し た ・
除去する 。

本 文

33

　　．

3．3

記載 な し

：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 十

3．3 埋戻 し　　　　　　　　　　　　　 …
・連 続的 に 試料採取 を 行 う場 合 の 条件 と し

予 定深度の試料 採取 が終 了 したポ
ー

リン グ孔 …　 ボ
ー

リン グ孔 の 埋戻 しを追加 した。
は ，自然 環 境 に 配 慮 し て 孔 を埋 戻 し，ボ ーリ ン ：

グ孔 周辺の 原形 復旧 も行 う。　　　一．

．

付帯 条項
E

ポ
ー

リ ン グ孔 の 埋 戻し は 原則 と して セ メン ト

ミル クで 行 う。特に 自然環境 に 配慮 す る必 要

が あ る場 合に は ，求 め られ る条件 に 準 じて 対

処 する 。

・3．3の 追加に 伴 う補 足事項の追 加。

付帯 条項

4．ω
記載 な し d．押込み 長さ と採取試料 長 さ ・

他の サン プ リン グ基準 との 報告 事項の 統

の た め の 追 加 。

付帯条 項

4．〔1）
採取年 月 日

　　　．．

e，採取年 月 日 追 加 に よ る番号 の 変更。

付帯条 項

4．〔2｝
　 　　 　 …

室 内試験 に用 い る試料 に つ い て は ，品質 に影

響 を与 え な い よ うに塩 化 ビ ニ ル 製 ある い は 鋼

製の保護管 な ど に 入 れ て 保護 し，運搬に 際 し 1

て はて い ねい に扱 う。　 　 　 　 　 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

削除 付帯条項 1．1に 軟岩 を室 内 力学試験 に供 す

場 合は 「ロ
ー

タ リ
ー

式チ ューブサ ソ ブ リソ

に よ る軟岩 試料 の採取 」IGS　35xx−2QO＊を
用 す る と定 め た こ とに 伴い ，本項 目が この

用 と重複す るこ とか ら削除 した。　　　　　　　　　　　　　　　　．一　　　　　　　　一．．．
本文　　　11体 基準 と部分的 に異 な る試験 方法 を用い た　ω の 記載順 を 「恟 その 他特 記すべ き事項 亅の

5．　　　 場合は そ の 内容　　　　　　　　　　　　　　直前 に 移 し，他 の 項 目を順 次繰 り上 げ る。

・「土 質試 験の 方法 と解説」の 表記 に統
一。

付帯 条項 　記載な し　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 使用 した サン プラ
ー

の 構造，採取径 を報 告す

5．  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 る。

　　　　　　　　　　　　　　 ．．．．．一一．
  の 報告事項 に つ い て 補足 説明を追加。
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．5JGS 　1231ブ ロ ッ クサ ン プ リ ン グ に よ る土 の 乱 さ な い 試 料 の 採取 方 法

．
項 　 目 現 　行 　基 　準 改 　 正 　 案 　　　　 旨 備　　 　　 　考．．．一 ．．

付 帯 条 狽 こ の 方 法 で は ，人力 で 扱 う こ とが 可能 な程 度 こ の 方 法 で は ，人 力 で 扱 う こ とが 可能 な 大 き ・対象 とす る試料 の 大 き さを 明確に す るた め

1．2 の 大 きさ の 試料 を採 取 す る。 さの 試料 を 採取す る。 に 「程 度．．1を 削除 した ，，．一 ．． ．．一 ．．　　　　　　　　　　　　　　一
付帯条項

一
般 的 に ，切 出 し式ブ ロ ッ クサ ン プ リ ン グ は 切出 し 式プ ロ ッ ク サ ン プ リソ グ は 自立 性 の 高 ・切出 し式 と押 切 り式 の 適用 を明確に す る た

2． 自立 件の 高 い 地 盤に ，押切 り式ブ 凵 ・
ゾ ク サ ソ い 地 盤 に ，押切 り式プ ロ ッ グ サ ン プ リ ン グは め に 「

一
般的に 」 を 削 除 し た 。

プ リン グは 自立 性の 低 い 地 盤に 用 い る こ とが 自立性 の低 い 地 盤に 用 い る こ とが 多い 。
多 い。． 一一．．．．． 一．一一． ．．．．．．

木 文

3，1U 〕

試 料 採 取 位 置の 地 盤を 乱す こ とな く，所要 の

大 き さの 土塊を採取で きる 用具で ，粗削り用

試料採取 位置の 地盤 を 乱す こ とな く，所定 の
：

．大き さ の L塊を 採取で きる もの 。粗削 りに は

・用諳の 統
一・

表現 の 修TF。

には ス コ ッ プ，移植こ て な どを用い ，fl：トげ ス コ ヅ プ，移植 こて な どを 用 い ，仕上 げに は

用 に は 直ナ イ フ ，カ ッターナ イ フ な ど を用 い

る。
直ナ イ フ ，カ ・ソダーナ イフ な どを 用 い る。

．一 ．．． ．
本文

…

．・
般 に ，採 取 す る 試料 よ り20〜30mm 大 き 削除

。
試料収納 容器の 材質 や大 きさは，付帯条項

3．1〔2） い 木製 または鋼製の 箱 を用 い る。 … の 設定条 件 を満 足 す れ ば よ い こ とか ら，木

1 文か ら削除 した。r ．一．．　　　　　　　　　　　　　一
本文 2 試料収 納容器 と試料 との 間 の空 隙を 充填 し ， 試料収納容 器 と試料 の 間の 空隙 を 充墳 し ，試 ・表現の 修 止。
3、1鳳 試料端 面を 保護 す る た めの 材料 で ，パ ラ フ ィ 料端面 を保 護す るた めの 材料。材料 として パ

ソ ，砂 な どを用い る， ラ 7 イ ン ，砂な どが 用 い られ る 。

木文 採取し た 試料 を保護で き，運搬 時に 試料に 変 削除 ・必ず し も鋼製で ない の で ，解 説に 掲載す る。
3．2〔21 形 を 与え ない 剛性 を 有す る も の 。一般的に は

先 端 に 刃先 を 付 け た 鋼製な どの 円筒を用い る。

付帯 条瑣 ．切削用某 は採 取 す る試料の 硬 さ，締 まり程 度 切削用 具は採取 す る試 料の 硬さ，締ま りの 程 ・ノ ニ1ギ リな どが適 切で ない た め ，これに 関

3．1m に よ って 使い 分 ける必要が ある。仕上げ用 の 度に よ っ て 便 い 分け る。 す る記述 を削除 した。
用 具 と し て は の こ ぎ りそ の 他 刃 先の 鋭い 切 削

用 具を用 い る場合 もあ る。
　　　　　　　　　　 ．

付帯 条項 材 質お よ び形 状 に つ い て は 採 取 す る 試 料の 大 材質お よび 形状 は 採取 す る試料 の 大 きさや 試
・
表現の 修正 。

3．1ゴ2〕 きさや それを用 い て 実施す る試験方 法な どを
：
験方法な どを考慮 して 決 める。

考慮L．て 決め る。
1

付帯条項 「 つ 割 管 を用 い るこ ともある 。 削除 ・この 用 ．具 は
一

般的で な い の で ，削除す る。
3．2〔2〕

．．．．．
付帯条項 パ ラフ で ン で シ

ール す る際，採取試料 の 空隙 空隙が 多 く透 水性が高 い 場合，パ ラフ ィ ン が ・表現の 修正。
4．1〔2）b、 が 多い 場合や 透水性が高い 場 含に は ，パ ラ フ 試料内へ 浸透す るの を防 ぐた め，シ

ール 材 を

イ ン が試 料 内 へ 浸透 す る の を防 ぐため に ， 充填 す る前 に試 料 を ビ ニ ル シ
ー

トま た はポ リ

シ
ール 材 を充 填す る 前に 試料 を ビ ニ ル シ

ー
ト エ チ レ ン フ ィ ル ム で 包 む。

またはポ リエ チ レ ン 7 イ ル ム で 包む 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

付帯 条項 記載 な し　　　　　　　　　　　　　　　 i切出 しブ ロ ッ ク サ ン プ リン グまた は押切 リブ ・固の 報告事項 に つ い て補 足説 明を追加。
6． 　　　　． 冂 ヅ クサ ソ

．
ノリン グ の うち ，実際 に 実施 した

採取 方法を報告 する 。
．．．．一 ．．．．．

木文 （1）本 基準 と部 分的に 異な る 試験方法 を用 い た （h の 記載順 を 「〔S）そ の 他特記 す べ き事項 」 の ・「土 質試 験の 方浸、と解説 1の 表記 に統
一。

6， 場合 は その 内容　　　　　　　　　　　　　　．．．．． 直 前に移 し，他 の 項 目を順 次繰 り上 げ る。

付 帯条項 試料の な かで 地 層の 状況 が 大ぎ く変 化する こ

　　　　　．
試料 の な かで土 質が変 化す る場 合や ，その 他 ・表現の 修正。

6．卿 と が認 め られ た場 合や，その 他試料 に つ い て 特記 す べ き事項 を報 告す る。
特記ず べ き事項 を報 告す る。
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